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【論文要旨】
Uniˆed accounting standards from the Ministry of Internal AŠairs and Communications in 2015
has been published. Under the uniˆed accounting standards, the objective of ˆnancial reporting is
explained as accountability and ˆnancial e‹ciency. However, under uniˆed accounting standards,
the objective of ˆnancial reporting may be unclear. The purpose of this research is to clarify the ob-
jective of ˆnancial reporting of local governments.
In this research, we compare the pioneering research result, GASB concept statement No. 1 and
the recently announced IPSASB conceptual framework, with uniˆed accounting standards.
As a result, it turned out that the purpose of fulˆlling accountability was common.
However, in local governments in Japan, there is a background of serious ˆnancial condition and
renewal of ˆxed assets.
For this reason, the objective of the ˆnancial reporting of the local public governments in Japan

































会計基準審議会（Governmental Accounting Standards Board以下，GASB）より公表された概
念書 1 号を参照して検討を行う。さらに，近年我が国の企業会計でも公表された「討議資料 財
務会計の概念フレームワーク」のように，会計の基礎にある前提や概念を体系化するという動きが
国際的な公会計分野においても同様に進展しているため，国際公会計基準審議会（International
Public Sector Accounting Standards Board以下IPSASB）により2014年に公表されている公的部
門の主体による一般目的財務報告の概念フレームワーク（以下，IPSASB の概念 FW）も参照する。



















































































































































. IPSASB の概念 FW
国際公会計基準審議会（International Public Sector Accounting Standards Board以下 IPSASB）
は，2014年に公的部門の主体による一般目的財務報告の概念フレームワーク（以下，IPSASB の
概念 FW）を公表している。IPSASB の概念フレームワークは，公的部門の主体の一般目的財務報
告書の作成及び表示に適用される国際公会計基準（International Public Sector Accounting Stan-
dards以下 IPSAS）を開発するにあたり適用されるべき概念を定めている22。





















































































































ここまで地方公共団体の財務報告の目的について，統一的な基準，GASB 概念書第 1 号，IP-















を強化し，財政の効率化・適正化を図ることにあるとしている。一方，GASB 概念書第 1 号で
は，財務報告の目的は，説明責任の遂行を最高の基本目的として，さらに政府機関における当該活
動成果を評価できること，提供可能なサービスの水準や債務支払能力を評価できることであるとし







助機関等）を挙げ，GASB 概念書第 1 号においては，(a)政府が第一義的な説明を負っているグ
ループ（市民），(b)市民を直接的に代表するグループ（立法機関及び監督機関），(c)融資を行い，
または融資のプロセスに関与するグループ（投資者及び与信者），また，IPSASB の概念 FW では
サービス受領者及び資源提供者を挙げている。IPSASB の概念 FW におけるサービス受領者及び









なる。このため，GASB 概念書第 1 号が想定しているのは，第 1 に政府の説明責任の査定であ
り，第 2 に政府の説明責任の査定を踏まえてなされる市民の経済的，政治的意思決定であると説
明する39。
GASB 概念書第 1 号は，財務報告の目的は意思決定に有用な情報を提供することというアプ
ローチを採用するため，その根拠として説明責任という概念を用いて説明がされているとみられる
のに対し，IPSASB の概念 FW では，説明責任の遂行は，それ自体情報利用者の意思決定に役立
つ情報を提供するものであるとしている。統一的な基準は，「利用者に対し，意思決定に有用な情
報をわかりやすく開示することにより説明責任の履行する」という立場に立っているため，IP-



































































































































地方公共団体（アメリカでは州）の先駆的な研究成果である GASB 概念書第 1 号と近年のグロー
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